
鹿
の
原
皮
︵
げ
ん
ぴ
︶
の
脱
毛
工
程
︵
兵
庫
県
姫
路
市
・
大
﨑
商
店
︶
撮
影
:
内
田
亜
里

都
合
に
よ
り
、
会
期
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



交
通
ア
ク
セ
ス
：

・
西
武
国
分
寺
線
「
鷹
の
台
」
駅
下
車
、
徒
歩
一
八
分

・
J 

R
中
央
線
「
国
分
寺
」
駅
北
口
（
四
番
乗
り
場
）
よ
り
西
武
バ
ス

「
武
蔵
野
美
術
大
学
」
行
き
、
ま
た
は
「
小
平
営
業
所
」
行
き
に
乗
車
、

「
武
蔵
野
美
術
大
学
正
門
」
下
車
（
バ
ス
所
要
時
間 

約
二
五
分
）

・
J 

R
中
央
線
「
立
川
」
駅
北
口
（
五
番
乗
り
場
）
よ
り
立
川
バ
ス

「
武
蔵
野
美
術
大
学
」
行
き
に
乗
車
、

「
武
蔵
野
美
術
大
学
」
下
車
（
バ
ス
所
要
時
間 

約
二
五
分
）

＊
お
車
で
の
ご
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

膠
を
旅
す
る

表
現
を
つ
な
ぐ
文
化
の
源
流

日
本
画
の
伝
統
的
画
材
で
あ
る
膠に

か
わ。

絵
具
と
支
持

体
を
つ
な
ぎ
と
め
る
そ
の
素
材
は
、
多
様
な
表
現

を
生
み
出
し
な
が
ら
、
連
綿
と
続
く
日
本
画
の
系

譜
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日

に
お
い
て
日
本
古
来
の
伝
統
的
な
製
造
技
法
に
よ

る
膠
の
生
産
は
途
絶
え
て
い
ま
す
。

本
学
共
同
研
究
「
日
本
画
の
伝
統
素
材
『
膠
』

に
関
す
る
調
査
研
究
」
で
は
、
膠
づ
く
り
の
歴
史

的
、
社
会
的
背
景
を
見
つ
め
直
す
た
め
、
現
地
調

査
の
旅
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
動
物
の
皮
や
骨
、

魚
の
鱗
な
ど
か
ら
溶
か
し
出
さ
れ
た
動
物
性
タ
ン

パ
ク
質
を
原
料
と
す
る
膠
に
は
、
と
り
わ
け
皮
革

素
材
を
製
造
す
る
際
に
余
る
屑
皮
や
残ざ

ん

滓し

が
多
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
膠
づ
く
り
の
道
筋
を
た
ど

る
と
き
、
そ
こ
に
は
皮
革
産
業
を
中
心
と
し
た
各

地
の
動
物
資
源
利
用
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
動
物

の
生
命
を
糧
と
す
る
狩
猟
の
風
習
と
い
っ
た
、
ひ

と
つ
の
文
化
の
源
流
が
見
え
て
き
ま
す
。

旅
の
結
び
と
な
る
本
展
で
は
、
館
蔵
の
日
本
画

作
品
を
交
え
な
が
ら
、
現
地
調
査
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
や
動
物
の
皮
と
い
っ
た
実
物
資
料
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
膠
素
材
に
潜
む
獣
性
や
、
表
現
を
生
み
出

す
原
質
と
し
て
の
動
物
の
本
姿
へ
と
あ
ら
た
め
て

視
線
を
向
け
る
こ
と
で
、
膠
を
め
ぐ
る
文
化
の
諸

相
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

北海道・網走市

兵庫・姫路市
埼玉・草加市

東京・墨田区

大阪・浪速区

大阪・貝塚市

取
材
地
マ
ッ
プ

丸木位里・丸木俊《原爆の図 高張提灯》武蔵野美術大学 美術館・図書館 所蔵 本橋成一『屠場』（平凡社、2011年）より、個人蔵 麻田鷹司《牛舎》武蔵野美術大学 美術館・図書館 所蔵
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○　1　 

鹿
の
生
皮
（
き
が
わ
）
の
板
張
り
工
程
。
脱
毛
処
理
し
た

動
物
の
皮
を
乾
燥
さ
せ
、
膠
の
原
料
と
な
る
ニ
ベ
を
作
る
。

○　2　 

鹿
の
原
皮
（
げ
ん
ぴ
）
の
川
漬
け
工
程
。

数
週
間
、
原
皮
を
川
の
水
に
浸
す
。
毛
根
部
に
発
生
す
る

バ
ク
テ
リ
ア
の
酵
素
が
脱
毛
を
う
な
が
す
。

○　3　 

原
皮
の
脱
毛
工
程
。
不
要
な
毛
を
削
ぎ
落
と
し
て
い
く
。

○　4　 

成
形
し
た
膠
の
乾
燥
工
程
。
脱
毛
し
乾
燥
が
済
ん
だ
皮
を
、

再
び
水
で
戻
し
、
裁
断
、
煮
沸
す
る
こ
と
で
膠
液
を
抽
出
す
る
。

膠
液
を
自
然
冷
却
で
ゼ
リ
ー
状
に
固
め
て
切
り
分
け
、

金
網
台
に
並
べ
て
乾
燥
さ
せ
る
。

○　5　 

鹿
膠
（
上
）
と
牛
膠
（
下
）
の
完
成
品

（
○　1　
―
○　5　 

兵
庫
県
姫
路
市
・
大
﨑
商
店
）

○　6　 

鮭
皮
靴
（
チ
ェ
プ 

ケ
リ 

）

北
海
道
の
先
住
民
族
は
、
魚
皮
を
使
用
し
た

衣
料
や
膠
を
利
用
す
る
生
活
文
化
を
根
づ
か
せ
て
い
た
。

（
公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
財
団
蔵
）

○　7　 

皮
の
加
工
処
理
に
使
用
す
る
木
製
の
ド
ラ
ム
型
回
転
機
「
タ
イ
コ
」

○　8　 

膠
・
ゼ
ラ
チ
ン
の
原
料
と
な
る
ア
ル
カ
リ
処
理
を
し
た
牛
皮

（
○　7　
、
○　8　 

埼
玉
県
草
加
市
・
河
合
産
業
）

撮
影
：
内
田
亜
里
（
○　4　
、
○　6　
を
除
く
）

同
時
開
催
展
覧
会
：

オ
ム
ニ
ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
ズ

―
彫
刻
と
な
る
場
所

二
〇
二
一
年
四
月
五
日 ﹇
月
﹈ 

― 

六
月
二
〇
日 ﹇
日
﹈

片
山
利
弘

―
領
域
を
越
え
る
造
形
の
世
界

二
〇
二
一
年
四
月
五
日 ﹇
月
﹈ 

― 

六
月
二
〇
日 ﹇
日
﹈




